












Ⅰ研究計画

本研究の目的:新生児死亡率は世界一の低率を達成したものの、その救命の質に関しては

まだまだ問題が多い。高齢化社会と少産少子の時代を迎え、わが国の次の世代を担う新生

児・乳児の救命の質の向上は最重要の問題である。この問題の中心をなすものは慢性疾患

を持つ新生児・乳児の管理の問題であろう。慢性疾患を持つ新生児・乳児に対しては、母

児関係の正常な発達を促すために、医療機関からの早期退院を図り、在宅管理を促進する

ことが重要な課題となっている。このため、本研究においては、在宅管理の観点から新生

児期・乳時期の慢性呼吸障害、栄養・代謝の問題、低酸素症や頭蓋内出血合併症などのこ

の時期特有な病態に対する総合的な研究を行い、併せて在宅ケア支援システムの効果的な

あり方を検討し、未熟児出身児を含めた新生児・乳児の家庭における生活管理指針の策定

を図ることを目的としている。


